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平成25年度 日赤大原分区
協賛員会研修会を開催

いのちのバトンをつなげ!!いのちのバトンをつなげ!!
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いはい!

船曳委員長から報告を受ける地域社協関係者

1 

地
区
社
協
友
愛
訪
問
支
援
事
業

　

美
作
市
内
に
在
住
す
る
65
歳
以
上
の

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
方
を
対
象
に

地
区
社
協
が
実
施
す
る
見
守
り
活
動
で
、

１
回
の
訪
問
に
つ
き
２
本
の
野
菜

ジ
ュ
ー
ス
を
年
間
２
回
ま
で
市
社
協
か

ら
無
料
で
提
供
。

2 

地
区
社
協
広
報
紙
作
成
支
援
事
業

　

地
域
住
民
の
方
々
に
地
区
社
協
活
動

の
理
解
と
協
力
を
得
る
こ
と
を
目
的
に

地
区
社
協
が
発
行
す
る
広
報
紙
に
年
２

回
ま
で
市
社
協
よ
り
助
成
金
を
交
付
。

3 

地
区
社
協
の
事
務
局
体
制
に
つ
い
て

　

地
区
社
協
に
求
め
ら
れ
る
事
務
局
の

対
応
に
つ
い
て
①
事
務
局
体
制
が
で
き

る
人
材
の
発
掘
②
会
計
管
理
③
会
議
等

の
連
絡
・
進
行
④
事
業
計
画
・
予
算（
案
）

の
策
定
⑤
事
業
報
告
・
決
算
報
告
の
策

定
等
を
平
成
26
年
度
ま
で
を
準
備
期
間

と
し
、
平
成
27
年
度
か
ら
実
施
。

4 

福
祉
委
員
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て

　

当
面
は
、
福
祉
委
員
の
設
置
・
非
設

置
は
地
区
社
協
の
実
情
に
合
わ
せ
て
、

各
地
区
社
協
で
判
断
。

　

協
議
事
項
と
し
て
は
、
次
の
２
項
目

に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
、
決
定
し
ま

し
た
。

１
．
美
作
市
地
域
社
協
連
絡
会
設
置
要

項
の
一
部
改
正（
案
）に
つ
い
て

　

美
作
市
地
域
社
会
福
祉
連
絡
会

に
各
地
区
社
協
の
円
滑
な
運
営
、

連
携
を
図
る
た
め
、
地
区
社
協
会

長
会
議
が
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

２
．
平
成
25
年
度
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
in
美
作
の
開
催
に
つ

い
て
（
左
記
案
内
）

美
作
市
地
域
社
会
福
祉
協
議
会
連
絡
会
を
開
催

美
作
市
地
域
社
会
福
祉
協
議
会
連
絡
会
を
開
催

〈
日　
　

時
〉　

平
成
25
年
10
月
28
日
㈪　

13
時
30
分
〜
16
時

〈
場　
　

所
〉　

か
つ
た
市
民
セ
ン
タ
ー　

美
作
市
真
加
部
１
６
１
６

〈
対　
　

象
〉　

地
区
社
協
関
係
者

〈
講　
　

演
〉　
「
い
ま
地
域
に
求
め
ら
れ
る
共
助
の
仕
組
み
づ
く
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師
：
美
作
大
学　

准
教
授　

堀
川
涼
子
氏

〈
実
践
発
表
〉　
「
大
野
地
区
社
協
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
野
地
区
社
協　

中
尾
正
樹
氏
・
春
名
信
義
氏

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム 

in 

美
作

　

９
月
30
日
㈪
、
作
東
長
寿
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
３
回
美
作
市
地
域
社
協
連
絡

会（
山
本
壽
会
長
）が
開
催
さ
れ
、地
区
社
協
事
業
専
門
委
員
会（
船
曳
隆
司
委
員
長
）

で
協
議
決
定
し
た
、
地
区
社
協
友
愛
訪
問
支
援
事
業
・
地
区
社
協
広
報
紙
作
成
支
援

事
業
の
実
施
並
び
に
地
区
社
協
の
事
務
局
体
制
と
福
祉
委
員
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
、

委
員
長
よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
、
地
区
社
協
の
事
務
局
体
制
と
福
祉
委
員
の
位
置
付
け
は
、
従
来
か
ら

市
内
で
統
一
し
た
取
組
み
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
懸
案
事
項
で
あ
り
、
今
回
の
専

門
委
員
会
で
決
定
し
た
指
針
は
、
今
後
の
地
区
社
協
活
動
に
一
定
の
方
向
性
を
示
す

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
区
社
協
事
業
専
門
委
員
会
か
ら
の
報
告
と
地
域
社
協
連
絡
会
の
決
定
事
項
は
次

の
と
お
り
で
す
。



い!はい!

3

SQキット本体容器

救急医療情報キットの中身 キットの使い方

マグネットシート

緊急連絡カード
［緊急連絡カード］に必要事項を記入
後、本体容器に丸めて入れ、冷蔵庫
に入れて保管します。

冷蔵庫に［緊急連絡カード］を保管して
いることを表示するために、［マグネッ
トシート］を冷蔵庫の扉に貼ります。

　美作市内では平成22年度から設置が始まり、平成25年３月までに2,262世帯に設置されており、美作市消
防本部より16件の活用報告がありました。
　詳しくは、お住まいの地域の地区社協の役員さん、または美作市社会福祉協議会各支所までお問い合わ
せください。
　※このキットは市民の皆様からいただいた寄付金を財源に購入させていただいております。

Ｑ１
Ａ１
Ｑ２
Ａ２

Ｑ３
Ａ３

救急医療情報キットは誰に勧められましたか？
１年前に嫁さんが亡くなって、一人暮らしになった時に地区の福祉委員さんに勧められたんじゃ。
救急車が来た時の事を教えてください。
去年の12月の深夜２時頃、持病の発作がでて、電話の所まで這って救急車を呼んだんじゃ。冷蔵庫の
中にキットがあるんじゃゆうたら、救急隊員はじきに冷蔵庫の中からキットを取り出して、搬送先の病院に
持って行ってくれたんじゃ。
救急医療情報キットの中に入っている緊急連絡カードは、更新されていますか？
今年も９月に福祉委員さんが来てくれた時に、服用薬が変わったけん、緊急連絡カ―ドを書き直したの
を見てもろうたとこなんじゃ。この前、救急車で運ばれた時もカードを書き直しといたけん助かったんじゃ。
（東粟倉地域は、毎年地区の福祉委員さんが訪ねて、カードの内容の変更がないか確認されています。）

　美作市内の各地区社協で、地区のひとり暮らし高齢者を対象とした
「緊急医療情報キット」（以下、キット）の設置活動が行われています。
　このキットの目的は、ひとり暮らしの方が自宅で具合が悪くなり、もし
も救急車を呼んだときの安全と安心を守る仕組みです。
　既往症やかかりつけ医、緊急時の連絡先などの情報を記載した用
紙を専用の筒に収め、どの家でも分かりやすいように冷蔵庫で保管し
ておき、救急隊員らが冷蔵庫の筒から必要な情報を得て、スムーズな対
処に結び付けます。
　また、設置するだけでなく、定期的な情報の更新が大切なことから、
多くの地区社協では、１年に一度見守りをかねて、中身の情報更新のお
手伝いをされています。

　美作市川東在住の竹田秀雄さんから、「医療情報キットを設置していて良かった」と言われたとの報告が
訪問した福祉委員さんからあったので、取材に行ってきました。

救急医療情報キット活用事例命のバトン
「救急医療情報キット」の設置が進んでいます。
命のバトン
「救急医療情報キット」の設置が進んでいます。

1 2
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いはい!

　

こ
の
ほ
ど
、
大
野
地
区
社
協
（
中
尾　

正
樹
会
長
）

は
、
市
社
協
の
地
区
社
協
広
報
紙
作
成
支
援
事
業
の

支
援
を
受
け
て
、
９
月
１
日
に
「
大
野
地
区
社
協
だ

よ
り
」
第
１
号
を
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
社
協
で
は
、
地
区
社
協
が
実
施
す
る
広
報
紙
発

行
に
関
す
る
経
費
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
で
、
地

域
住
民
に
身
近
な
福
祉
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
、

地
区
社
協
活
動
に
理
解

と
協
力
を
得
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

実
施
方
法
は
事
業
実

施
年
度
内
に
２
回
を
限

度
と
し
て
、
地
区
社
協

が
発
行
す
る
広
報
紙
１

回
に
つ
き
基
本
額

１
０
，
０
０
０
円
と
世

帯
数
に
10
円
を
乗
じ
た

金
額
を
助
成
す
る
も
の

で
す
。

　

初
回
の
発
行
紙
で
は
、
大
野
地
区
社
協
の
役
員
の

紹
介
や
各
地
域
の
サ
ロ
ン
活
動
、
行
事
予
定
な
ど
を

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
野
地
区
社
協
で
は
、
子
供
か
ら
高
齢
者
の
方
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に

向
け
て
の
地
区
社
協
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
地
区
社
協
だ
よ
り
」
第
１
号
の
発
行

「
地
区
社
協
だ
よ
り
」
第
１
号
の
発
行

大
野
地
区
社
協
（
大
原
地
域
）

◀
大
野
地
区
社
協
だ
よ
り 

第
１
号

あしたも、いっしょに。

〒709-4234  美作市江見 522-1
電話 0868-75-1131
http://www.chugin.co.jp

江見支店
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い!はい!

美作市明見137番地（docomo前）
TEL 0868-73-6011
 080-1647-7497（担当者 江見）

ぺぺぺぺ

北は北海道から南は沖縄県まで全国№1酒販売チェーン店

お酒のことならお酒のことならまさやまさや

美作市位田239-1 ☎72-2616

子育てサロンの11月行事予定
●子育てサロン こっこ
•11月18日㈪ 10:00～12:00
　「子どもの病気予防」
中山医師（湯郷ファミリー
クリニック）のお話と座談会
•11月21日㈭ 10:00～12:00
　「ちびっこミニ運動会」

●赤ちゃんサロン えんぜる
　11月19日㈫ 13:00～15:00
　「シュシュをつくろう」

お知らせお知らせ美作支所からの

問い合わせ・申し込みは
右記まで

美作市社会福祉協議会 美作支所
（美作市北山401 ☎72-3677）

当店限定品

辛口で濃醇な味わいの純米酒
味のバランスが絶妙な純米吟醸

酒酒辛口で濃醇な味わいの純米酒酒純純米純米い 米米味わ味わい 米米い 米米米米米の濃濃
純米吟醸純米吟醸味のバランスが絶妙な純米吟醸純米吟醸妙な 吟ななな純純

炭屋 彌兵衛

2,310円2,310円
純米酒
1.8ℓ
純米酒
1.8ℓ

2,887円2,887円
純米吟醸酒
1.8ℓ
純米吟醸酒
1.8ℓ

1,102円1,102円
純米酒
720㎖
純米酒
720㎖

1,417円1,417円
純米吟醸酒
720㎖
純米吟醸酒
720㎖

通常、清酒のろ過には炭素を使い香味
の調整を行います。しかし「炭屋彌兵
衛」（すみややへえ）は敢えて炭素を使
用せず「米・藏・原酒」の日本酒本来の
味わいを追求したお酒です。

すみや や　へ　え
岡山県地酒 辻本店

岡山県地酒 御前酒
蔵元の酒

初心者コース
中　級コース
上　級コース

5,000円
8,000円
12,000円

4回／月（1回1時間）

4回／月（1回1時間）

4回／月（1回1時間半）

JuniorからSeniorまで

お年寄りの
方

大歓迎

楽しく勉強しましょう
中国語教室 生徒募集中中国語教室 生徒募集中

人
事
異
動
（
平
成
25
年
10
月
１
日
付
け
）

○
総
務
課
主
事
（
復
職
） 

寺
本　

鈴
香

○
地
域
福
祉
課
主
事 

松
本　
　

陽

　
（
前
総
務
課
主
事
）

日時：11月29日㈮　13:30～16:00

場所：作東バレンタインプラザ

講演：「上大竹地区の
　　　　　福祉活動について」（仮）
　　　高梁市川上町　いきいきサロン上大竹
　　　　　　　　　　代表　宮﨑 正弘　氏

実践報告：美作市６地域のサロン担当者

サロン担当者研修会
のお知らせ

サロン担当者研修会
のお知らせ

□ 「アレルギーのある子どもの食事」
　　10月30日㈬　10:00～12:00

□ 「発達障害の支援」
　　11月13日㈬　10:00～12:00

開催場所：世代交流多目的ホール
　　（美作市北山401 美作市社会福祉協議会）

申し込み・問い合わせ先：
　　美作市ファミリーサポートセンター
　　☎72-3961

美作市ファミリーサポートセンター
講習会開催のお知らせ

美作市ファミリーサポートセンター
講習会開催のお知らせ
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美
作
支
所

作
東
支
所

いはい!

　

９
月
24
日
㈫
、
湯
郷
地
区
ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
の
会
「
ひ
ま
わ
り
会
」
の
集
い

が
世
代
交
流
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
市
の
栄
養
士
か
ら
、
ひ
と
り

暮
ら
し
向
け
の
食
事
の
栄
養
管
理
に
つ
い

て
の
講
話
が
あ
り
、
会
員
の
皆
さ
ん
は
熱

心
に
話
を
聴
い
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
話
の
後
、
昼
食
を
挟
ん
で
囲

碁
ボ
ー
ル
で
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

湯
郷
地
区
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
の
会
﹃
ひ
ま
わ
り
会
﹄

湯
郷
地
区
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
の
会
﹃
ひ
ま
わ
り
会
﹄

　

10
月
３
日
㈭
、「
吉
野
地
区
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
つ
ど
い
」
が
吉
野
公
民

館
で
開
催
さ
れ
、
約
70
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
つ
ど
い
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
少
し
で
も
元
気
な
毎
日

を
過
ご
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
吉
野
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の
会
員
が
年
４
回

つ
ど
い
を
企
画
し
、
案
内
の
通
知
・
参
加
者
の
送
迎
・
会
場
準
備
等
、
す
べ
て
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
愛
育
委
員
の
研
修
会
を
兼
ね
て
吉
野
地
区
愛
育
委
員
会
と
の
共
催
に

よ
り
行
わ
れ
、
美
作
市
医
師
会
長
亀
山
弘
道
先
生
の
「
知
っ
て
安
心　

身
近
な
病

気
と
そ
の
対
応
」
に
つ
い
て
の
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
「
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
、
と
て

も
分
か
り
や
す
い
お
話
が
聞
け
て
、

た
め
に
な
っ
た
」
と
の
声
が
あ
り

ま
し
た
。

講師の亀山先生

亀山先生の話に熱心に耳を傾ける皆さん

栄養士の話に耳を傾ける皆さん囲碁ボールで交流を深める

吉
野
地
区
で

﹁
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
つ
ど
い
﹂
開
催
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いはい!

英
田
支
所

老
連
英
田
支
部

囲
碁
ボ
ー
ル
大
会
で
会
員
の
親
睦
を
図
る

熱戦を繰り広げる試合展開

福祉ネットワークづくり事業に取り組む役員の皆さん

　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
英
田
支
部
（
高
坂

昌
助
支
部
長
）
は
、
９
月
18
日
㈬
に
英
田

保
健
セ
ン
タ
ー
で
英
田
支
部
主
催
の
囲
碁

ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
大

会
は
、
囲
碁
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
支
部
会
員

の
相
互
の
ふ
れ
あ
い
と
親
睦
を
図
り
、
体

力
の
維
持
向
上
に
努
め
、
生
き
が
い
と
社

会
参
加
意
欲
の
高
揚
に
役
立
て
る
こ
と
を

目
的
に
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
ど
の
大
会
に
は
、
支
部
内
の
単

位
ク
ラ
ブ
か
ら
18
チ
ー
ム
90
人
の
参
加
に

よ
り
６
コ
ー
ト
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
予
選
リ
ー
グ
で
は
、
１
コ
ー
ト

３
チ
ー
ム
で
１
試
合
３
局
の
総
当
た
り
戦

で
試
合
を
行
い
ま
し
た
。
予
選
リ
ー
グ
を

勝
ち
抜
い
た
チ
ー
ム
と
上
位
２
位
の
２

チ
ー
ム
の
８
チ
ー
ム
に
よ
る
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
の
試
合
が
あ
り
、
各
コ
ー
ト
で
熱

の
入
っ
た
試
合
と
な
り
ま
し
た
。
優
勝

チ
ー
ム
他
５
位
チ
ー
ム
ま
で
支
部
長
か
ら

賞
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

優　勝　名　杭チーム
準優勝　河会Ａチーム
３　位　尾谷Ａチーム
４　位　香　合チーム
５　位　中河内チーム

試合結果

　

公
文
地
区
社
協
（
青
山　

勝
会
長
）
は
、
９
月
11
日
㈬
、
青
野
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ハ
ウ
ス
で
地
区
の
愛
育
、
栄
養
、
民
生
児
童
委
員
、
区
長
等
、
地
域

の
福
祉
に
携
わ
る
関
係
者
20
人
が
集
ま
り
、
地
域
福
祉
推
進
の
基
礎
組
織
で

あ
る
地
区
社
協
の
組
織
強
化
を
図
る
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
市
社
協
か
ら
は
「
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
事
業
」
の
取
り

組
み
状
況
や
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
英
田
地
域
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
業
務
内
容
の
話

を
し
ま
し
た
。
今
回
の
会
議
を
き
っ
か
け
に
地
区
社
協
の
構
成
員
が
定
期
的

に
集
ま
り
、
地
域
の
福
祉
課
題
に
つ
い

て
会
議
を
開
く
こ
と
に
よ
っ
て
地
区
社

協
の
基
盤
強
化
に
つ
な
げ
て
い
く
も
の

で
す
。

　

公
文
地
区
で
は
、
自
治
振
興
協
議
会

主
催
で
夏
祭
り
な
ど
の
開
催
を
行
い
、

地
域
住
民
同
士
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
青
野
元
気
会
な
ど
に

よ
る
高
齢
者
の
介
護
予
防
を
目
的
と
し

た
サ
ロ
ン
活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
地
区
社
協
基
盤
強
化
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
で
地
域
の
福
祉
増
進
に
つ

な
げ
て
い
く
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

公
文
地
区
社
協
（
英
田
地
域
）

福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
事
業
で

組
織
強
化
に
取
り
組
む
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い!はい!

一
般
寄
付

香
典
返
し　
　
（
敬
称
略
）

真
加
部　
　

坂
元　

龍
司　

様

（
亡　

保　

）

長
谷
内　
　

絹
田　

俊
市　

様

（
亡　

清　

子
）

大　

町　
　

岡
本　

隆
司　

様

（
亡　

弘　

之
）

真　

殿　
　

和
田　

正
紀　

様

（
亡　

つ
よ
子
）

小
原
田　
　

豊
福   　

孟　

様

（
亡　

フ
ジ
ノ
）

　

滝　
　
　

小
渕　

慎
吾　

様

（
亡　

清　

弘
）

後　

山　
　

春
名　

博
昭　

様

（
亡　

芳　

野
）

平　

福　
　

橋
本　

興
策　

様

（
亡　

勇　

策
）

楢
原
下　
　

小
林　

忠
雄　

様

（
亡　

儀　

一
）

岩
見
田　
　

赤
堀　

貞
女　

様

（
亡　

滋　

）

長　

内　
　

安
東　

京
子　

様

（
亡　

東　

）

見
舞
い
返
し

湯　

郷　
　

重
平　

勝
美　

様

（
亡　

敏　

子
）

小　

野　
　

松
本　

真
樹　

様

（
亡　

ツ
ヤ
子
）

大
内
谷　
　

遠
藤　
　

健　

様

（
亡　

愛　

子
）

江　

見　
　

大
田　

健
治　

様

（
亡　

隆　

男
）

土　

居　
　

内
田　

誠
徳　

様

（
亡　

ま
さ
子
）

土　

居　
　

小
林　

和
彦　

様

（
亡　

満　

）

井　

口　
　

谷　
　

佳
典　

様

（
亡　

貞　

男
）

勝
央
町　
　

小
坂
田
泰
明　

様

（
亡　

富　

惠
）

岡
山
市　
　

野
竹　

建
紀　

様

（
亡　

照　

子
）

上
郡
町　
　

右
手
き
よ
香　

様

（
亡　

晴　

雄
）

加
東
市　
　

山
下　

成
司　

様

（
亡　

長　

）

真　

殿　
　

皆
木　

兼
夫　

様

右　

手　
　

田
殿　

忠
清　

様

中　

谷　
　

岡
野　

蔦
子　

様

真　

神　
　

倉
地　

正
輝　

様

豆　

田　

㈱
レ
イ
テ
ッ
ク　

様

大　

原　

美
作
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

　

代
表　

峠　

日
出
男　

様

下
倉
敷　

位
田
産
業
廃
棄
物
処
分

場
建
設
阻
止
同
盟　

様

　

一
雨
ご
と
に
秋
が
深
ま
り
、
晩
秋

か
ら
初
冬
へ
と
季
節
が
進
む
こ
の
時

期
、
そ
れ
は
「
秋
の
日
は
つ
る
べ
落

と
し
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
時
の
流

れ
の
速
さ
を
感
じ
る
季
節
で
も
あ
る
。

　

地
区
社
協
事
業
専
門
委
員
会
報
告

の
中
で
事
務
局
対
応
に
つ
い
て
、
地

区
社
協
自
力
で
の
会
計
管
理
や
事
業

計
画
・
報
告
、
予
算
・
決
算
の
策
定

等
が
求
め
ら
れ
た
。

　

こ
れ
は
、
多
く
の
地
区
社
協
で
当

然
の
ご
と
く
行
わ
れ
て
い
る
組
織
運

営
の
基
本
的
事
項
を
再
度
点
検
し
よ

う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
報
告
の
中
で
加
え
ら
れ
た

メ
ニ
ュ
ー
事
業
の
「
広
報
紙
作
成
支

援
事
業
」
を
受
け
て
大
野
地
区
社
協

が
地
区
社
協
だ
よ
り
を
発
行
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

地
区
の
広
報
紙
活
動
は
、
地
域
に

見
え
る
地
区
社
協
を
提
供
す
る
も
の

で
あ
り
、
役
員
と
地
域
住
民
を
つ
な

げ
る
重
要
な
手
段
と
し
て
、
多
く
の

地
区
社
協
で
こ
の
取
り
組
み
に
期
待

し
た
い
。 編

集
後
記
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平
成
25
年
８
月
21
日
か
ら

平
成
25
年
９
月
20
日　

受
付
分

多
額
の
ご
芳
志

多
額
の
ご
芳
志
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

表
紙
の
写
真

　

９
月
28
日
㈯
、
古
町
の
大
原
公
民

館
に
お
い
て
日
赤
大
原
分
区
協
賛
員

会
（
会
長　

春
名
美
子
）
の
研
修
会

が
開
催
さ
れ
、
会
員
40
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
救
急
車
が
到
着
す
る

ま
で
に
、
傷
病
者
の
命
を
つ
な
ぐ
救

命
処
置
と
応
急
手
当
を
学
習
し
ま
し

た
。
救
急
車
到
着
ま
で
心
肺
蘇
生
法

を
持
続
す
る
の
は
か
な
り
の
体
力
が

必
要
で
、
大
勢
の
人
の
手
助
け
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

日
赤
大
原
分
区
協
賛
員
会
で
は
、

年
２
回
の
研
修
会
を
開
催
し
、
会
員

の
方
へ
の
救
急
法
等
の
普
及
を
図
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
大
原
地
域
に

お
い
て
の
日
赤
社
費
募
集
と
赤
い
羽

根
共
同
募
金
に
係
る
募
金
活
動
へ
の

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。




